
  
 

一

 
 

 

交
通
政
策
基
本
法
案
に
対
す
る
修
正
案 

 

交
通
政
策
基
本
法
案
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
修
正
す
る
。 

 

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

交
通
基
本
法
案 

 

目
次
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
、
「
交
通
政
策
基
本
計
画
（
第
十
五
条
）
」
を
「
交
通
基
本
計
画
（
第
十
七
条
）
」

に
、
「
第
十
六
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
改
め
る
。 

 

第
一
条
中
「
こ
の
法
律
は
」
の
下
に
「
、
移
動
に
関
す
る
権
利
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
」
を
加
え
る
。 

 

第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
を
削
り
、
第
十
九
条
の
見
出
し
中
「
国
際
競
争
力
の
強
化
」
を
「
産
業
、
観
光
等
の
振
興
及
び

地
域
の
活
力
の
向
上
」
に
改
め
、
同
条
中
「
国
際
競
争
力
の
強
化
」
を
「
振
興
及
び
地
域
の
活
力
の
向
上
」
に
、
「
国
際
海
上

輸
送
網
及
び
国
際
航
空
輸
送
網
の
形
成
、
こ
れ
ら
の
輸
送
網
の
拠
点
と
な
る
港
湾
及
び
空
港
の
整
備
、
こ
れ
ら
の
輸
送
網
と
全

国
的
な
国
内
交
通
網
と
を
結
節
す
る
機
能
の
強
化
」
を
「
国
内
交
通
網
の
形
成
、
国
際
輸
送
網
及
び
輸
送
に
関
す
る
拠
点
の
形

成
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
し
、
第
十
六
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

 

第
二
章
第
一
節
の
節
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 



 

  
 

二

 
 

 
 

第
一
節 

交
通
基
本
計
画 

 

第
十
五
条
中
「
交
通
政
策
基
本
計
画
」
を
「
交
通
基
本
計
画
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
第
一
章
中
第
十
四
条
を

第
十
六
条
と
し
、
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

 

第
十
条
第
一
項
中
「
鑑
み
、
」
の
下
に
「
交
通
の
安
全
の
確
保
を
図
る
等
」
を
加
え
、
同
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
九
条
を

第
十
一
条
と
す
る
。 

 

第
八
条
第
一
項
中
「
第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で
」
を
「
第
三
条
か
ら
第
八
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。 

 

第
七
条
の
見
出
し
中
「
確
保
」
の
下
に
「
に
関
す
る
施
策
等
」
を
加
え
、
同
条
を
第
九
条
と
し
、
第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で

を
二
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
中
「
国
際
競
争
力
の
強
化
」
を
「
振
興
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。 

 

第
二
条
の
見
出
し
を
「
（
国
民
等
の
交
通
に
対
す
る
基
本
的
な
需
要
の
充
足
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
交
通
に
関
す
る
施
策

の
推
進
は
、
交
通
が
」
を
「
交
通
は
」
に
、
「
充
足
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
認
識
の
下
に
行
わ
れ
」
を
「
充

足
さ
れ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。 

 

第
一
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 



  
 

三

 
（
移
動
に
関
す
る
権
利
） 

第
二
条 

全
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
移
動
を
保
障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
。 

２ 

何
人
も
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
移
動
の
自
由
を
有
す
る
。 

 

（
交
通
の
安
全
の
確
保
） 

第
三
条 

交
通
に
関
す
る
施
策
の
推
進
は
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
よ
う
、
交
通
の
安
全
の
確

保
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
二
十
二
条
中
「
、
相
互
に
代
替
性
の
あ
る
交
通
手
段
の
確
保
」
を
削
る
。 

 

附
則
第
二
項
の
う
ち
国
土
交
通
省
設
置
法
第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
の
改

正
規
定
中
「
交
通
政
策
基
本
法
」
を
「
交
通
基
本
法
」
に
改
め
る
。 


